
 

 

卓話者紹介            斉藤 雅夫会員 

池田さんは、アパレル関係でイタリアに滞在し、

イタリアに惚れ込み、そしてピザ職人になりました。

2019 年ミシュランガイドブックに掲載されていま

す。私が惚れたのはピザ生地です。一度食べて頂け

ればわかると思いますが、天然酵母使用の生地を４

０時間発酵させ、１週間以上寝かせてから薪窯で焼

きます。 
 
 
 
私は 1968 年生まれ、いわゆる受験戦争世代です。

早稲田大学に在学中は上野アメ横のジーパンショッ
プでアルバイトをし、卒業後は洋服関係の仕事に就
きたいと思い、日本橋三越に就職しました。特選品
物という輸入品を取り扱っている部署に配属され、
イタリア製の洋服にのめり込み、２年半後には、辞
令により単身赴任でローマに行くことになりました。 
長靴の形がイタリアですが、弁慶の泣き所の位置

にナポリがあります。ナポリでは、スーツやジャケ
ットの良質な物が安価で仕立てられます。これは、
貧しい地域なので設備投資ができず、家内制手工業
のためです。今日、私が着ているスーツもそうです
が、お休みの度に仮縫い、注文などで通うようにな
り、職人と顔馴染みになりました。 
ピザはナポリ発祥の料理です。お金がなかったの

でお昼はピザでしたが、そのピザの美味しさに衝撃
を受けました。今ではＢＭＷの役員のスーツを作り
有名になった仕立屋のご主人に、ピザを作るのは難
しいですか？と聞いたところ、「ジャケットを作る
のは一生かけてできるか、どうかだが、あんなもの
は１週間で充分だ。おばさんがピザ店を 13 軒経営
しているから紹介するよ。」と言われ、日本に帰任
し、しばらくして三越を退職した後、伝手を頼って
ナポリに修行に行きました。 
伝手で紹介されたピザの師匠は流しのピザ職人で、

中学しか出ていませんが、毎朝、新聞の全国紙を全
社分買い、小脇に抱えて出勤する人でした。その人
の博識には衝撃を受けました。ある時、私がレシピ
を書きとめていると、「テオリアはもちろん知って
いるよね。」と聞かれ、知らないと答えると「大学
を出ているのに、ギリシャ哲学のテオリアやイデア
を知らないのか。テオリアは静観すること、イデア
は想像すること。」と教わりました。「昔は計測機
器がないので、自分が作っているものが今どうなっ
ているかを想像し、静観する。観察し、分析し、次
のモノづくりに反映させトライする。それの繰り返
しであり、2000年以上も前に問題を解決する手順 

 
が定義されている。メモるのではなく、あなたが学
ぶことは考え方だ。」と教わりました。自分は知識
偏重の受験戦争に勝ったつもりでしたが、似非エリ
ートだったと恥ずかしくなりました。とかく日本だ
と職人が卑下されることもありますが、世の中には
このようなレベルの職人がいることに気付かされま
した。 
また、ある時は、５０歳代半ばのご婦人が、私の

目の前に立ち、「私はこの黄色い手で作ったピザを
食べるためにお金を払ったんじゃないわよ。」と言
われました。私はその時のことを思い出すと背筋が
ゾクゾクします。ちょっとショックではありました
が、例えば日本でいうと、銀座久兵衛でインド人が
寿司を握っているものと思えば、そういうこともあ
るかなと思いました。師匠から、「世の中いろんな
人がいるから気にするな。お前が職人としてこの先、
正しく生きていけば、必ずあのセニョーラに感謝す
る時が来る。」と言われました。皆様この意味わか
りますでしょうか。私はこの時は、全然理解できま
せんでした。 
 数年間修行し、日本に帰ってきてピザ屋を開店し
ました。開店から半年ぐらいたった頃、仕込みがう
まくいかず、朝になってしまったので、ここで切り
上げて家に帰って寝ようかなと思った時に、その場
面が蘇りました。セニューラの言葉です。あの時は、
ピザ生地に触りたくても触れなかったのが、今は
24 時間でも触っていられる。なんて幸せなんだ。
と思いました。師匠はこのことを言いたかったので
す。そして、師匠は、「ピザは簡単だから写真みた
いなもの。誰にでも撮れるが、良い写真を撮るのは
難しい。この世界に老若男女なんて関係ない。まし
て人種は論外だ。」と。 
 師匠のお蔭でピザ職人を続けていますが、今の時
代、私の存在・職業は、氷河期の恐竜のようなもの
で、潰えていく職業だと思います。それでも職人と
して抗わなくてならないものは、師匠が言った「無
知・無学・無関心」です。ピザはどれも同じだと思
われがちですが、少しでも努力をして違いを分かっ
て頂くことだと思います。 
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